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キーワード：(1)  エスノメソドロジー  (2)相互行為分析   (3)会話分析  
  (4)  ヒューマンケア      (5)ヒューマンコンピュータインタラクション  (6)CSCW 
  (7)  高齢者支援          (8)  ミュージアム研究 
 
１．研究計画の概要 
この研究は、高齢者施設、保育園、ミュージ
アムでの鑑賞支援場面、等のさまざまなヒュ
ーマンケアの場面を撮影されたビデオデー
タを用いて社会学の中で生まれたエスノメ
ソドロジーの手法で分析し、その分析結果か
らさまざまな人間支援システムの開発を行
おうというものである。 
２．研究の進捗状況 
(1)高齢者施設において、複数の高齢者とケア

ワーカーがいる状況において、ある特定の高

齢者とケアワーカーとのケア活動がいかにし

て開始されるかを分析した。またその分析か

ら、ケアロボット等のサービスロボットの開

発のためには、今自分が呼びかけられる状況

にあることを視線や身体の方向で示す必要が

あることを明らかにした。この研究は、コン

ピュータ支援の協同作業研究のもっとも権威

ある国際学会ECSCWの論文に採択されるとと

もに、情報処理学会論文誌にも採択され情報

処理学会論文賞を受賞した。 
(2)ガイドと観客との相互行為のエスノメソ
ドロジー的分析から、鑑賞支援行動を行うた
めには、ことばと身体活動との適切な連携や、
身体の他者や展示物への方向性を、組織的に
示す必要があることを明らかにした。またそ
の分析から、ことばと身体活動を適切に連携
したロボットや身体の方向性を適切に組織
化したロボットを開発し、大原美術館および
科学技術館にて実証実験を行った。これらの

研究は、ヒューマンコンピュータインタラク
ションやヒューマンロボットインタラクシ
ョンのもっとも権威ある国際学会（CHI と
HRI）に査読つき論文として連続的に採択さ
れ、Honorable Mention Paper of best paper 
of CHI2009 に選ばれるなど、国際的に高い評
価を得た。 
(3)外国生まれの子どもが半数近くを占める
保育園で、こどもと保育者の相互行為場面を
ビデオ撮影し、相互行為分析の手法で分析し
た 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
共生空間においては、人々は複数の他人の存
在を考慮しながら行為をしているのではな
いかという知見が得られ、その知見を支援シ
ステムに組み込むというアイデアが生まれ
た。こうした研究は、ヒューマンコンピュー
タインタラクションの最も権威ある学会
CHI、CSCW、ECSCW で連続して査読論文
が採択され、国際的にも高く評価された。国
内でも情報系のもっとも権威ある学会誌、電
子情報通信学会論文誌、情報処理学会論文誌
等に社会学的知見を含んだ査読論文が複数
採択され、情報処理学会論文賞も受賞した。 
４．今後の研究の推進方策 
現在までの知見を発展させ、最終年度前年度
応募課題「他者をまえにした対人支援の問題
の社会学的分析に基づく支援システムのデ
ザイン」（基盤研究 A）が採択された。今後、
研究をさらに発展させ、特に他者のまえでサ
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ービスを行ったり受けたりすることの社会
学的な分析を行うとともに、そうした社会学
的な分析に基づいて複数の人々が共在して
活動する空間（共生空間）で対人活動を支援
するシステムの開発および評価を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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